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日本酒を愛する人の 
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
三
日
（
日
）
午

後
一
時
、
鈴
木
屋
本
店
（
我
孫
子
市
）
に

お
い
て
約
四
十
名
の
会
員
が
集
ま
り
本

年
度
第
三
回
例
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
加
藤
幹
事
の
司
会
進
行
で
開
会
さ
れ
、

最
初
に
、
吉
倉
会
長
か
ら
、
「
本
日
は
、

三
連
休
の
真
ん
中
の
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
こ
だ
わ
り
の
食

文
化
と
し
て
油
茂
の
胡
麻
油
、
霊
水
仕
込

み
の
味
噌
・
醤
油
、
野
草
酵
素
、
富

之
助
の
梅
干
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
太
田
さ
ん
の
酢
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
最
近
は
健
康
志
向
で

色
々
な
食
品
が
出
回
っ
て
い
ま
す

が
基
本
は
本
物
志
向
で
す
。
楽
し
く

美
味
し
く
飲
む
た
め
に
は
健
康
な

体
作
り
が
大
切
で
す
。
こ
の
二
十
日

に
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
が
解
禁
と
な

り
好
調
な
販
売
と
の
こ
と
。
民
族
の

酒
で
あ
る
日
本
酒
、
日
本
の
文
化
で

あ
る
日
本
酒
振
興
の
た
め
に
私
達

も
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た

い
。」 

春
日
や
中
村
会
長
は
「
本
日
は
ご

多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
参
集
の

会
員
さ
ん
、
太
田
酢
店
の
太
田
社
長
、

日
の
丸
醸
造
の
佐
藤
社
長
な
ど
ご
来
場

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

か
ら
食
の
履
歴
書
が
法
制
化
さ
れ
ま
す
。

太
田
さ
ん
の
酢
は
本
物
品
で
す
し
、
日
の

丸
醸
造
で
は
有
機
米
の
お
酒
を
出
し
て

お
り
ま
す
。
履
歴
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
本
日
の
講
演
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
」 

太
田
酢
店
の
太
田
社
長
か
ら
「
こ
だ
わ

り
の
酢
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。 

 
 

（
内
容
は
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

次
い
で
「
ま
ん
さ
く
の
花
」
の
日
の
丸

醸
造
、
佐
藤
社
長
は
「
私
は
日
本
酒
の
世

界
に
入
っ
て
未
だ
五
年
し
か
経
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
共
は
千
五
百
石
の

小
さ
な
蔵
で
す
が
本
物
の
酒
、
手
抜
き
を

し
な
い
酒
、
新
し
い
酒
造
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
お
り
ま
す
。
吟
醸
酒
を
中
心
に
ふ

く
よ
か
で
気
品
の
あ
る
酒
造
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
」 

そ
の
後
、
内
山
顧
問
の
乾
杯
で
懇
親
会

に
入
っ
た
。
鈴
木
屋
本
店
の
板
長
さ
ん
に
、

各
種
の
酢
料
理
を
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

[

米
酢
で]

山
芋
と
若
布
の
土
佐
酢
和
え
、

鯵
南
蛮
漬
け
、
大
根
白
酢
和
え
。 

[

リ
ン
ゴ
酢
で]

鯖
棒
寿
司
、
い
な
り
寿
司
、

酢
味
噌
和
え
。 

[

黒
酢
で]

サ
ー
モ
ン
マ
リ
ネ
、
黒
酢
飲
料 

               

 

平 成 １ ５ 年 度   

第３回例会（報告）  

佐藤社長      吉倉会長       加藤幹事   

鯵南蛮漬 

酢味噌和え 

酢料理にあわせた各種の日本酒 

黒酢にお酒を加えた

黒酢ドリンク。毎日飲

みたい健康飲料です。 

飯にリンゴ酢をあわせたお

寿司。風味バツグンで本日

の一押し品でした。 
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例
会
企
画 

 

 

毎
年
三
月
の
第
一
回
例
会
は

「
新
酒
を
楽
し
む
」
と
題
し
て
、

当
会
の
会
員
蔵
元
か
ら
出
品
さ

れ
た
新
酒
を
味
わ
う
恒
例
の
会

で
す
。 

蔵
元
で
は
毎
年
秋
に
収
穫
さ

れ
た
酒
造
好
適
米
を
精
米
し
、

温
度
が
下
が
る
十
月
頃
か
ら
仕

込
み
を
開
始
し
、
早
い
蔵
で
は
十
一
月
頃

か
ら
搾
っ
て
出
荷
し
始
め
ま
す
。 

ま
た
大
吟
醸
等
の
高
級
酒
は
十
分
に

温
度
の
下
が
る
年
末
か
ら
年
明
後
に
仕

込
み
を
開
始
し
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
掛

け
る
長
期
低
温
醸
造
を
行
い
、
二
月
頃
か

ら
搾
り
始
め
ま
す
。 

三
月
は
そ
の
搾
り
た
て
の
新
酒
を
味

わ
う
に
は
最
も
適
し
た
時
期
な
の
で
す
。 

昨
年
は
冷
夏
の
影
響
で
酒
造
米
の
収

穫
量
で
も
、
ま
た
質
の
面
で
も
大
変
厳
し

い
年
で
し
た
が
、
杜
氏
さ
ん
を
は
じ
め
と

し
て
蔵
人
の
努
力
で
素
晴
ら
し
い
酒
に

仕
上
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。 

火
入
れ
を
し
て
い
な
い
本
物
の
生
の

高
級
新
酒
を
、
じ
っ
く

り
と
味
わ
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

新
酒
・
蔵
元
便
り 

 

会
員
蔵
元
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新

酒
の
仕
込
み
や
搾
り
等
、
近
況
を
知
ら
せ

る
情
報
を
抜
粋
し
て
み
ま
し
た
。 

天
狗
舞 

（
株
）
車
多
酒
造 

十
月
十
六
日 

秋
も
少
し
づ
つ
深
ま
っ
て
き
て
、
山
々

は
色
づ
き
始
め
て
い
ま
す
。
蔵
で
は
蔵
人

達
が
能
登
か
ら
や
っ
て
来
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
酒
造
り
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。 

蔵
人
達
の
声
が
蔵
中
に
響
き
渡
り
、
一
気

に
活
気
づ
き
ま
し
た
。 

十
月
二
十
三
日 

昨
日
、
酒
造
り
の
神
で 

あ
る
松
尾
神
社
の
神
主
さ

ん
に
来
て
頂
き
、
今
年
の

造
り
の
無
事
を
祈
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
体
調
不
良
や
事
故
の
無
い

よ
う
、
気
を
引
き
締
め
て
造
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

十
一
月
七
日 

 

蔵
で
は
七
日
に
今
年
第
一
号
の
新
酒 

が
搾
り
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
杉
玉
を
蔵
人
数
人
が
か
り
で
軒
に

掛
け
ま
し
た
。
今
年
も
立
派
な
杉
玉
が
出

来
あ
が
り
ま
し
た
。
杉
玉
と
同
様
に
お
酒

も
な
か
な
か
の
出
来
栄
え
で
、
今
年
の
酒

造
り
の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
ま
し
た
。 

 

菊
御
代 

（
株
）
名
手
酒
造
店 

十
一
月
二
日 

 

今
シ
ー
ズ
ン
第
一
号
も
ろ
み(

普
通
酒)

初
上
槽
し
ま
し
た
。 

十
一
月
九
日 

 

黒
牛
第
一
号
上
槽
し
ま
し
た
。
お
り
引

き
、
お
り
下
げ
を
済
ま
せ
て
、
十
一
月
二

十
五
日
か
ら
「
純

米
・
黒
牛
し
ぼ
り
た

て
生
」
を
発
売
し
ま

す
。 

 出
羽
鶴 

秋
田
清
酒
（
株
） 

十
一
月
十
九
日 

 

今
年
最
初
の
搾
り

が
出
羽
鶴
蔵
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
十

月
十
五
日
に
蔵
入
り
し
て
か
ら
約
一
ヵ

月
、
待
望
の
「
新
米
新
酒
初
し
ぼ
り
」
で

す
。
今
年
は
米
が
や
や
割
れ
や
す
く
、
給

水
や
温
度
管
理
に
気
を
使
い
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
目
指
し
た
酒
質
に
仕
上
り
ま

し
た
。
こ
の
お
酒
は
「
出
羽
鶴
新
米
初
し

ぼ
り
」
と
し
て
十
一
月
二
十
五
日
に
発
売 

予
定
で
す
。 

 八
海
山 

八
海
醸
造
（
株
） 

十
二
月
二
十
六
日 

 

日
本
酒
の
最
高
峰

大
吟
醸
の
仕
込
み
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

日
は
元
麹
の
米
を
洗

う
洗
米
、
お
酒
造
り
の

最
初
の
作
業
で
す
。
約

十
五
㎏
の
お
米
を
籠

に
入
れ
、
水
を
張
っ
た
容
器
の
中
で
ゆ
っ

く
り
と
洗
い
ま
す
。
米
が
吸
収
す
る
水
分

を
コ
ン
マ
数
％
の
単
位
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
為
に
、
水
に
漬
け
て
お
く
時
間
が

秒
単
位
で
計
ら
れ
る
、
と
て
も
繊
細
な
作

業
で
す
。
こ
れ
か
ら
３
ヶ
月
、
大
吟
醸
造

り
で
蔵
は
独
特
な
緊
張
感
に
包
ま
れ
ま

す
。 

 千
代
の
光 

千
代
の
光
酒
造
（
株
） 

十
月
十
七
日 

今
年
も
い
い
お
酒

が
で
き
ま
す
よ
う
に

安
全
祈
願
を
し
ま
し

た
。 

新酒を楽しむ 
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例
会
報
告
（
続
き
） 

こ
だ
わ
り
の
酢 

太
田
酢
店 

太
田
実 

 
 

ご
紹
介
を
頂
き

ま
し
た
太
田
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
会
に

お
招
き
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
と
中
村
さ
ん
と
の
出
会
い
は
今
か

ら
二
十
二
年
程
以
前
に
中
村
さ
ん
の
講

演
を
拝
聴
し
た
時
で
、
以
後
今
日
ま
で
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

酢
の
事
を
話
す
前
に
日
本
人
の
食
生

活
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
日
本
人
の

体
質
は
日
本
の
土
壌
か
ら
生
産
さ
れ
た

作
物
を
自
給
自
足
し
て
作
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
日
本
人
は
、
酸
性
土
壌
か
ら
出
来

た
カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
の
少
な
い
作
物
を

摂
取
し
て
き
ま
し
た
。
重
い
鎧
兜
を
身
に

付
け
三
～
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
走
り

回
る
体
力
は
、
日
本
の
土
が
支
え
て
き
た

の
で
す
。
日
本
人
は
、
日
本
国
土
で
そ
の

季
節
毎
に
取
れ
る
物
だ
け
で
健
康
を
維

持
し
子
孫
を
残
し
て
き
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
日
本
の
食

品
添
加
物
が
急
激
に
増
加
し
現
在
は
一

人
平
均
で
年
間
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
摂
取

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
全
て
毒
と
は
言
え

な
い
が
肝
臓
に
大
き
な
負
担
を
与
え
て

い
る
の
で
す
。
肝
臓
は
化
学
工
場
と
言
わ

れ
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま

す
。
人
体
の
熱
の
多
く
が
肝
臓
に
よ
っ
て

発
生
し
て
い
る
の
は
こ
の
為
で
す
。
こ
の

肝
臓
に
前
処
理
を
し
な
い
で
使
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
「
酸
」
で
す
。
漢
方
で
も
、

酸
っ
ぱ
い
物
は
肝
臓
に
良
い
と
し
て
い

ま
す
。
酸
の
中
で
安
易
に
取
れ
る
も
の
と

し
て
「
酢
」
が
見
直
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

酢
は
料
理
と
共
に
摂
取
し
や
す
く
、
お
酒

の
席
に
酢
物
が
出
さ
れ
る
の
も
肝
臓
を

助
け
る
為
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

 

健
康
の
維
持
に
は
、
全
身
の
細
胞
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
が
供
給
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
、
肝
臓
は
こ
の
血
液
の
バ

ラ
ン
ス
の
調
整
と
、
細
胞
か
ら
出
さ
れ
た

老
廃
物
の
分
解
と
再
合
成
を
行
い
ま
す
。

夏
バ
テ
も
、
肝
機
能
の
低
下
が
主
因
で
、

対
策
と
し
て
肝
臓
を
冷
却
す
る
食
物
を

摂
る
こ
と
で
す
。
但
し
、
冷
や
す
物
と
、

冷
た
い
物
は
別
で
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
の

飲
み
す
ぎ
な
ど
は
胃
腸
を
冷
や
し
消
化
、

吸
収
が
悪
く
な
り
、
か
え
っ
て
夏
バ
テ
や

風
邪
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
酸
っ
ぱ
い
物

を
食
べ
る
と
ブ
ル
ッ
と
し
ま
す
。
肝
臓
の

冷
却
に
は
「
酢
」
が
一
番
で
す
。 

 

こ
こ
で
配
布
資
料
の
「
健
康
長
寿
の
秘

訣
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

健
康
長
寿
の
為
に
は
「
す
・
こ
・
や
・
か
・

だ
」
を
毎
日
食
し
ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
、

酵
素
を
摂
取
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。 

最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
体
に
良
い
食
品
」

な
ど
が
放

映
さ
れ
て

い
ま
す
が

欠
点
を
言

っ
て
い
ま

せ
ん
。
例

え
ば
バ
ナ

ナ
は
カ
ロ

リ
ー
、
ミ

ネ
ラ
ル
の

面
で
は
優
れ
て
い
ま
す
が
熱
帯
地
域
の

食
品
を
食
し
た
時
の
体
の
反
応
で
体
を

冷
や
す
働
き
を
し
ま
す
。
夏
野
菜
の
ト
マ

ト
や
茄
子
は
体
を
冷
や
す
作
用
が
あ
る

の
と
同
じ
こ
と
で
す
。 

冬
に
夏
野
菜
を
摂
る
と
体
に
ス
ト
レ
ス

を
与
え
ま
す
。
野
菜
は
旬
の
物
が
体
に
良

い
の
で
す
。
魚
は
頭
か
ら
シ
ッ
ポ
ま
で
全

て
食
べ
ら
れ
る
小
魚
が
健
康
に
は
最
高

で
す
。 

 

人
間
の
体
質
は
、
毎
日
の
食
事
で
作
ら

れ
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
は
わ
ず
か
３
ｋｇ
の

体
が
６０

ｋｇ
や
７０

ｋｇ
に
成
る
の
は
食
事

で
作
ら
れ
る
の
で
す
。
先
天
的
な
体
質
も

確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
病
気
は
体
質
の
個

人
差
に
よ
っ
て
弱
い
所
に
出
て
来
ま
す
。

弱
い
所
を
直
す
の
は
薬
で
は
無
く
体
質

改
善
で
す
。
そ
の
体
質
は
食
事
で
作
り
ま

す
。
そ
の
手
助
け
と
し
て
酢
を
上
手
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
食
材
も
大
切

で
す
が
食
べ
方
が
肝
心
で
す
の
で
付
け

加
え
て
お
き
ま
す
。 

 
 
 
 

 

過
ぎ
た
る
は
、
及
ば
ざ
る
が
如
し
。（
談
） 

 

健
康
長
寿
の
秘
訣 

①
菜
食
で
小
食
、
そ
し
て
良
く
噛
む
。 

②
「
す
こ
や
か
だ
」
を
毎
日
摂
る
。 

・
す
＝
酸
っ
ぱ
い
物
（
梅
干
、
酢
） 

・
こ
＝
小
魚
（
全
体
食
） 

・
や
＝
野
菜
（
旬
な
物
） 

・
か
＝
海
草 

・
だ
＝
大
豆
、
大
豆
加
工
品 

 

太田社長の推奨品「山芋 

とワカメの土佐酢和え」 

講演を終わって会員さんと「酢談義」 

左から 

太田社長、川村さん、佐藤さん 



２００４年３月７日（日）  （４） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

会
員
の
動
向 

 
創
立
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
昨
年

末
に
作
成
さ
れ
た
「
か
す
が
会
会
員
名

簿
」
か
ら
、
会
員
の
分
布
状
況
を
纏
め
ま

し
た
。
左
図
は
役
員
と
一
般
会
員
の
分
布
、

下
図
は
蔵
元
会
員
の
分
布
で
す
。 

         

                             

                             

 

平
成
十
六
年
度
例
会
予
定 

 

・
第
一
回 

三
月
七
日
（
日
） 

 

 
 
 
 
 

総
会
・
新
酒
を
楽
し
む 

・
第
二
回 

七
月
四
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

こ
だ
わ
り
の
食
文
化
（
五
） 

・
第
三
回 

十
月
三
十
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

テ
ー
マ
未
定 

場
所
は
毎
回
鈴
木
屋
本
店
に
て 

 

お
知
ら
せ 

 

一
月
十
七
日
に
役
員
会
を
開
催
、
左
記

事
項
を
決
定
し
三
月
七
日
の
総
会
に
報

告
・
審
議
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 

一
、
事
務
局
の
移
転
＝
「
春
日
や
」
内
に

移
転
し
ま
す
。 

二
、
規
約
の
変
更
＝
運
営
の
実
態
に
合
わ

せ
て
規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。 

三
、
役
員
人
事
（
総
会
承
認
事
項
） 

吉
倉
相
談
役
（
会
長
）
、
金
子
会
長

（
副
会
長
）
、
春
田
副
会
長
・
事
務
局 

 

所
掌
（
副
会
長
）
、
加
藤
副
会
長
兼

広
報
室
長
（
幹
事
）、
竹
内
事
務
局

長
（
幹
事
）
工
藤
幹
事
（
事
務
局
長
） 

 

編
集
後
記 

 

今
号
か
ら
編
集
に
参
画
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
日
本
酒
に
興
味
を
お
持
ち

の
友
人
や
知
人
に
声
を
掛
け
、
例
会
に
お

誘
い
願
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
日
本
酒

を
愛
す
る
会
員
を
増
や
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
Ｋ
） 

 

　東 京 都

　我孫子市

　柏　 　市

　松 戸 市

　流 山 市

　茨 城 県　埼 玉 県  人 数 ％ 

 東 京 都 17 29.8 

 我孫子市 14 24.6 

 柏  市 10 17.5 

 松 戸 市 8 14.0 

 流 山 市 3 5.3 

 茨 城 県 3 5.3 

 埼 玉 県 2 3.5 

 合  計 57 100.0 

   
（千葉県計） 35 61.4 

   

 
 

福島 大和川 開当男山 

山形 出羽桜 栄光冨士 

秋田 秀よし 福小町 

 まんさくの花 刈穂  

青森 じょっばり 

   陸奥男山 

北海道 国士無双 

宮城 雪の松島 日高見 

岩手 玉の春 

栃木 天鷹 東力士 

千葉 東薫 稲花正宗 

富山 若鶴 銀盤 新潟 長陵 越の鶴 八海山 

  越路乃紅梅 千代の光  

  〆張鶴 雪の幻 麒麟 

長野 麗人 天法 

石川 天狗舞 

福井 花垣 

静岡 花の舞 

島根 李白  

和歌山 菊御代 奈良 豊祝  

岐阜 三千盛 飛騨自慢 

三重 白梅 

鳥取 千代むすび トップ水雷 

徳島 三芳菊 

長崎 六十余州  

高知 藤娘 

岡山 歓の泉 

 

かすが会蔵元会員の分布 全国 25県 45社       2003年 12月現在 

 

 


